
段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの開発 

藤原 雄太† 工藤 恭介‡ 後藤 裕介† 南野 謙一† 渡邊 慶和† 

岩手県立大学ソフトウェア情報学部† 八幡平市立松野小学校‡ 

 

 

1． はじめに 

近年，情報技術の発展に伴い教育の現場でも

ICT 機器が活用されるなど新たな教育方法が確立

されつつある．特に電子黒板やタブレット PC を

利用した今までにない教育方法は小中高の児童

に対し高い学力向上効果がある 1)．平成 23年度導

入の新学習指導要領では知識面の学力だけでな

く，自分の考えや想いを相手に説明する能力を伸

ばすことも重視している．先行研究としてタブレ

ットや電子黒板などの ICT機器を用いた初等教育

の算数科授業において 4年生以下の学年には自発

的発言意欲の向上効果がみられたが，5 年生には

その効果が小さいことがわかった 2)．またアンケ

ート調査及びインタビュー調査から協力校では

児童が自分の答えに自信がないため自発的発言

が減少していることがわかった． 

そこで，本研究では小学 5年生の児童一人ひと

りがタブレット PC を用いて学習する算数科授業

において自発的発言意欲向上を支援するシステ

ムを開発する． 

 

2．協力校の現状 

2．1児童の発言意欲の現状 

 一般に小学校高学年になると児童には理性が働

き始め，正答や友人の回答と自分の考えが異なる

ことを恐れる傾向が現れるようになる 3)．そのた

め授業中に周りを気にしてしまい自分から手を

挙げて考えを発表する頻度が高学年は低学年や

中学年に比べて少なくなってしまう． 

そこで，協力校の 5 年生児童 13 名が傾向通り

正答や友人の回答と自分の回答が異なるため自

発的発言ができないのか分析するため ICT活用授

業に対するアンケート調査を行ったところ，7 名

の児童が先生に指名されるまで発言しないと答

えており，そのうち 4名が自分の答えに自信がな

いと答えていた(図 1)．この結果から自分の回答

が正解しているかどうか自信を持てないため発 

 

 

 

 

 

言できないという児童が存在する問題が明らか

になった． 

 
 

 

 

2．2児童に発言させる工夫 

協力校では電子黒板 2 台と 10 インチタブレット

PC7台を 2012年 10月より授業に導入し利用して

いるが，タブレット PC の台数は少ないため 1 ク

ラスを半分に分け少人数授業を行っている．また，

ICT 機器導入以前はヒントカードや TT 制度(授業

を教える教員と児童の進捗確認や疑問解消のサ

ポートを行う教員の 2 名体制で授業を行う制度)

を用いて児童の疑問をなるべく解決し発言を促

す工夫を行っている． 

 

3．発言意欲向上支援システム 

 本研究では 2節の問題分析及び ICT機器導入以

前の協力校の工夫に基づき児童の自発的発言意

欲向上を目的に自分の考えに自信を持たせる機

能と担当教員が児童の問題回答の進捗状況を確

認できる 2つからなるシステムを提案する(図 2)． 

 
 

提案システムの主たる機能には以下の 2つがあ

る.  

(1)児童用段階的ヒント提示機能 

アニメーションを利用したヒントを 5段階用意す

る．ヒントは段階の数字が大きくなるにつれ正答

に近づいていき，児童は自信がつくまでヒントを

閲覧する．各段階のヒントには図 3のように「答
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図 1．先生に指名されるまで発言しないと

答えた児童の内訳 

図 2．システム概要 
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えがわかった」，「まだわからない」ボタンがあ

り，「まだわからない」を押すことで次の段階の

ヒントを閲覧できる．また 2段階目以降のヒント

には「前のヒントにもどる」ボタンがあり，それ

を押すことで一つ前の段階のヒントをさかのぼ

って閲覧できる．「答えがわかった」ボタンを押

すことで発表準備ページに移動し児童に発表す

る内容をまとめてもらい，発表準備ページの「発

表する」ボタン押し発表ページに移動してもらう．

児童にはこのページを見ながらまとめた内容を

発表してもらう．  

 
 

 
 

(2)教員用進捗状況確認機能 

 全児童の出席番号と氏名が図 4のように表示

される．児童のようすを把握するために，システ

ムを利用している各児童が現在どの段階のヒン

トを閲覧しているのか，一つ前のヒントを何分何

秒見ていたのかを表示する．児童が「答えがわか

った」ボタンを押すと「解答終了」，「発表する」

ボタンを押すと「発表可能」と表示される． 

 

4．システム評価実験 

4．1実験方法 

評価実験は 3回行い，第 1回のみ操作に慣れて

もらうことを目的にヒントアニメーションのみ

の実験を行った．また，第 1回の実験の際に 5年

生 13 名から発言意欲が高くない児童 7 名を選別

した．第 2回以降も同じ児童を対象にシステムを

利用してもらい，教員用システムは担当教員に利

用してもらった．第 1回と第 3回の実験終了後に

児童がヒントを閲覧することで自分の考えに自

信を持ち発言意欲が上昇するか確認するためア

ンケート調査を行った．第 2回以降，児童が周り

の児童の進捗状況を確認したときにどのように

発言意欲が変化するのか調査するため教員用シ

ステム画面を児童に公開する方法を取った．実験

実施日は平成 25年 11月 22日，11月 27日と 12

月 2日の 3日間，授業時間は各 45分である． 

 

4．2実験結果 

実験終了後に行ったアンケート調査から 7名中

4 名の児童が自分の考えに自信を持てたと答えて

いる．また，実験で得られたデータを分析したと

ころ，この 4名の児童は発表可能ボタンを押して

おり，自発的に発言しようとしていたこともわか

った．担当教員へ行ったインタビュー調査でも普

段発言しない児童が発言していたことが確認で

きたため，提案システム利用により児童の発言意

欲上昇効果が表れたと考えられる． 

自分の答えに自信を持てないと答えた 3名の児

童は，アンケート結果及びインタビュー調査から

共通して人前で話すこと自体に積極的ではない

ということがわかった．しかしながら，アンケー

ト項目のシステムを使用してみての感想には 3名

とも教科書のヒントよりもわかりやすかったと

答えていた．また，実験で得られたデータ分析か

ら，ヒントは 5段階目(最終段階)までは閲覧され

ている一方で，発表可能ボタンを押すまでにはい

たっていないことが確認できた．これらのことか

ら，人前で話すことに積極的でない児童はシステ

ムのヒントを利用することで問題に対しての理

解度は上がるが自信を持つまでには至らず，発言

意欲の上昇効果も現れにくいことがわかった． 

 

5．終わりに 

本研究では小学校 5年生の児童を対象とし発言意

欲の現状を調査し，児童だけでなく教員側の今ま

での工夫も重視した段階的ヒント提示による発

言意欲向上支援システムを開発し，3 回の評価実

験を行った．実験を通して，自分の考えに自信を

持てないことが原因で発言意欲が高くない児童

に対しては提案システム利用による発言意欲向

上効果が期待できることがわかった． 
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図 3．児童用システム画面例 

図 4．教員用システム画面の一部 
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